
◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

3R(リデュース・リユース・リサイクル）の推進にむけてええもんクルット市(食器市等）の拡充を図り、各家庭に眠っているリユース
品の掘り起こしを行う。食器以外の品目も検討を行い、リユース品が循環する環境作りにも着手していく。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

5,431,000 －1,090,000ごみ減量及び資源化推進事業 市民衛生課 C 現状維持 現状維持 6,521,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　現在の便利な生活を支える大量生産・大量消費・大量廃棄というライフスタイルから、ごみの減量化、リサイクルの促進を進め、
地球環境にやさしい持続可能な循環社会への転換を進める。
　そのために、各家庭や事業所の取り組みに対する支援や情報提供を充実させ、分別収集による資源回収の実現に向けたシス
テムの導入を図る。また、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）推進のための市民・事業者の自主的な取り組みを促進し、ごみ
の減量化・資源化を進め、環境負荷の少ない社会の構築を目指す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

6,521,000 5,431,000

施策名 ごみの減量化とリサイクルの推進

第4次総合計画後期基本計画 18／19 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

平成３０年度に策定した「第二次環境基本計画」及び「第３次地球温暖化対策実行計画」、また、令和元年度に策定した「ごみ減
量と資源化の推進計画」の進捗管理をしていくことで、市民一人ひとりの地球環境に対する意識の向上と環境にやさしい持続可
能な循環型社会の形成を目指していく。

拡大合計額 500,000 縮小合計額

不法投棄防止啓
発事業

500,000
・備品購入費（不法投棄監視カメラ）の増加

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

地球温暖化対策推進事業 市民衛生課 B 現状維持 現状維持 124,000 208,000 +84,000

生活環境保全事業 市民衛生課 B 現状維持 現状維持 18,664,000 18,035,000 －629,000

環境施策啓発事業 市民衛生課 D 現状維持 現状維持

1,059,000 +609,000 +500,000

美化運動事業 市民衛生課 C 現状維持 現状維持 18,500,000

不法投棄防止啓発事業 市民衛生課 C 現状維持 拡大 450,000

20,500,000 +2,000,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　市民一人ひとりの地球環境に対する意識の向上と、環境にやさしい持続可能な循環型社会の形成を目指し、市民、事業者、行
政が連携を図りながら各種事業を展開する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

37,738,000 39,802,000

施策名 環境問題への取り組み強化

第4次総合計画後期基本計画 20／21 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

「総合公園整備事業」は、事業用地について、地権者と交渉を進める。今後は都市計画区域等の変更に伴う都市計画手続きや
具体的な整備方針の検討が必要。
「香芝市スポーツ公園整備事業」は、広域避難地としての防災機能を併せ持つ自然環境と調和した公園施設（プール）の整備を
図るものとして、重点的な事業進捗を図るが、事業用地の取得がボトルネックとなっており、事業内容や事業手法の見直しも含め
た整備方針の検討が必要。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

街区公園・親水緑地整備事
業

土木課 A 現状維持 現状維持

1,191,000 +740,000

香芝市スポーツ公園整備事
業

土木課 B 現状維持 現状維持 381,825,000

香芝総合公園整備事業 都市計画課 A 現状維持 現状維持 451,000

224,233,000 －157,592,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　自然環境の保全に努めるとともに、総合公園やスポーツ公園の整備において地域の自然と調和した新たな都市景観を創出す
るなど美しい景観の形成を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

382,276,000 225,424,000

施策名 自然環境（緑地）の保護

第4次総合計画後期基本計画 22／23 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

違反広告物の指導と啓発、並びに追放推進団体への協力依頼を継続し、住環境（景観）の保全に努める。
公園施設の長寿命化計画に基づき、費用対効果が最大限に発揮されるよう、適切な施設の管理・更新を行う。

拡大合計額 1,500,000 縮小合計額

街路美化推進事
業

1,500,000
年月が経ち、生長しすぎた樹木の強剪定・伐
採、植え替えが必要であるため

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

河川維持管理事業 農政土木管理課 A 現状維持 現状維持 34,957,000 32,277,000 －2,680,000

都市公園維持管理補修事業 農政土木管理課 A 現状維持 現状維持 113,687,000 60,823,000 －52,864,000

113,000 +10,000

街路美化推進事業 農政土木管理課 A 拡充 拡大 36,500,000

屋外広告物規制事業 都市計画課 C 現状維持 現状維持 103,000

38,000,000 +1,500,000 +1,500,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　違反広告物の啓発に努めるとともに、違反広告物追放推進団体による除却作業を推進することにより、美しい景観づくりに努め
る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

185,247,000 131,213,000

施策名 住環境（景観）の保全

第4次総合計画後期基本計画 24／25 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

「災害による被災を最小限にとどめ、被災した場合でも迅速に復旧できるしなやかな水道」「人口減少に伴って給水量が減少した
状況においても、健全かつ安定的な事業運営が可能な水道」を達成するため、県域水道一体化に向けた検討を踏まえた上で、経
営健全化並びに基幹管路の耐震化に重点的に取り組む。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

お客さまサービス向上事業 業務課 B 現状維持 現状維持 46,000 44,000 －2,000

業務委託適正化事業 業務課 B 現状維持 現状維持 52,715,000 76,890,000 +24,175,000

経営健全化事業 業務課 B 現状維持 現状維持 1,815,455,000 1,855,771,000 +40,316,000

応急給水施設資機材管理事
業

工務課 B 現状維持 現状維持 1,006,500 －1,006,500

水道施設耐震化及び管路更新
事業

工務課 A 現状維持 現状維持 509,989,000 542,423,000 +32,434,000

440,000

漏水防止対策事業 工務課 B 現状維持 現状維持 13,200,000

管末水道水質管理事業 工務課 A 現状維持 現状維持 440,000

13,200,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

快適な水道サービスと安定した水道事業を目指して、安全でおいしい水を安定的に供給するとともに、環境に配慮した事業を展
開する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

2,392,851,500 2,488,768,000

施策名 上水道の整備

第4次総合計画後期基本計画 26／27 ページ 部局名 上下水道部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

普及率拡大を目指すとともに、適切な施設の保全管理を行うことによりライフサイクルコストの縮減を図る。また、下水道接続推進
員を活用し、水洗化率を上昇させることにより、料金収入の増加を図る。

拡大合計額 30,000,000 縮小合計額

長寿命化下水道
事業

30,000,000
適切な施設の保全管理のため

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

長寿命化下水道事業 下水道課 A 拡充 拡大 70,000,000 －70,000,000 +30,000,000

水洗化促進事業 下水道課 A 現状維持 現状維持 1,362,000 1,370,000 +8,000

1,232,000,000 +22,000,000

下水道維持管理事業 下水道課 A 現状維持 現状維持 372,647,000

公共下水道管渠整備事業 下水道課 A 現状維持 現状維持 1,210,000,000

429,194,000 +56,547,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民生活に快適性をもたらし、本市の豊かな自然環境を守るとともに、河川の公共用水域の水質保全を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

1,654,009,000 1,662,564,000

施策名 下水道の整備

第4次総合計画後期基本計画 28／29 ページ 部局名 上下水道部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 1 自然と調和した美しい住環境をめざすまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

防災意識啓発事業：出前講座等の継続した実施を通じて、「自助、共助」の重要性の啓発に努め、市民一人ひとりが防災の主体
として活動していただける土壌作りに努める。
防災用品等備蓄事業：食料や保存水等の備蓄を継続しつつ、感染症対策物品及び避難所の環境整備に資する物品の計画的な
購入を検討していく。
地域防災対策計画関連事業：各種団体との災害時応援協定の締結を検討するとともに、国土強靭化地域計画に基づいた取組み
を進める。
消防団活性化事業：国の動向に従い、消防団の救助能力の向上にハード・ソフト両面から努める。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

消防団活性化事業 危機管理室 B 現状維持 現状維持 59,984,000 407,000 －59,577,000

地域防災対策計画関連事業 危機管理室 A 現状維持 現状維持 8,089,000 7,676,000 －413,000

1,505,000

防災用品等備蓄事業 危機管理室 A 現状維持 現状維持 5,540,000

防災意識啓発事業 危機管理室 A 現状維持 現状維持 1,505,000

2,200,000 －3,340,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

災害が発生したときの地域による自助、共助の確立の推進を行うとともに、自主防災組織を核として市民の防災意識の向上をは
かり、防災力の強化を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

75,118,000 11,788,000

施策名 災害対策の充実

第4次総合計画後期基本計画 30／31 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 2 安心して、やすらぎを感じることができるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

「住宅耐震化啓発支援事業」は、市民フォーラム等の場を活用し耐震化の啓発することで、無料耐震事業および耐震改修工事補
助事業、耐震シェルター設置工事補助事業等の支援制度の周知を図り、木造住宅の耐震化率を向上させる。
「大和川流域総合治水対策事業」は、基礎調査を行った畑地区のため池において、その活用により流域貯留浸透事業を実施し、
水害予防の推進を図る。

拡大合計額 24,000 縮小合計額

住宅耐震化啓発
支援事業

24,000
社会資本整備総合交付金の「総合支援メ
ニュー」への移行に伴い、耐震化啓発業務
を行うため

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

大和川流域総合治水対策事
業

土木課 A 現状維持 現状維持 65,000,000 20,000,000 －45,000,000

3,534,000 +24,000 +24,000

浸水対策事業 土木課 A 現状維持 現状維持 7,000,000

住宅耐震化啓発支援事業 都市計画課 C 拡充 拡大 3,510,000

7,000,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　河川・水路の改修やため池を活用した貯留施設の整備を計画的に実施し、水害予防の推進を図る。
　住宅耐震に関する補助制度の周知を図り、その活用から地震に強いまちづくりを推進する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

75,510,000 30,534,000

施策名 災害対策の充実

第4次総合計画後期基本計画 30／31 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 2 安心して、やすらぎを感じることができるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

子ども110番の家の旗設置世帯数の増加を目指した広報活動の実施を検討する。
香芝警察署と連携し、地域安全推進委員及び地域の防犯ボランティアとの関係強化に努める。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

1,355,000

生活安全推進事業 生活安全課 A 現状維持 現状維持 996,000

防犯意識高揚事業 生活安全課 A 現状維持 現状維持 1,355,000

826,000 －170,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

香芝警察署と地域安全推進委員との連携を密にした安全・安心なまちづくりを進めるとともに、市民全体による暴力を許さない社
会づくりを推進することを目的とする。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

2,351,000 2,181,000

施策名 防犯活動の強化

第4次総合計画後期基本計画 32／33 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 2 安心して、やすらぎを感じることができるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

令和2年度より開始した高齢者運転免許自主返納支援事業を引き続き実施し、高齢者の交通事故防止に努める。
自動車駐車場について、機械設置による無人管理、及び月ぎめ利用、また利用時間を拡大、及び上限料金の値下げを実施し、
利用者の利便性を図る。
自転車等駐車場について、個別施設計画に基づき、照明器具の更新を実施し、施設の適正な管理を行う。
標識の取替修繕を行うことで放置禁止区域の周知を図り、放置自転車等撤去台数の減少を目指した放置自転車等対策について
効果的に実施する。

拡大合計額 7,800,000 縮小合計額 3,902,000

自転車駐車場維
持管理事業

5,800,000
・個別施設計画に基づき、照明器具のLED
交換を実施するため

放置自転車指
導・移動・保管事
業

2,000,000
放置禁止区域標識の交換修繕を実施するた
め

交通安全対策啓
発事業

307,000
高齢者運転免許自主返納支援事業（経歴証
明書交付手数料補助）を実施するため 自動車駐車場維

持管理事業
3,902,000

・機械設置による無人管理を実施するため
（人件費の削減）

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

自転車等駐車場維持管理事
業

生活安全課 B 現状維持 拡大 98,020,000 99,632,000 +1,612,000 +5,800,000

放置自転車等指導・移動・保管事
業 生活安全課 C 現状維持 拡大 3,485,000 5,677,000 +2,192,000 +2,000,000

2,082,000 +282,000 +307,000

自動車駐車場維持管理事業 生活安全課 C 拡充 縮小 10,523,000

交通安全対策啓発事業 生活安全課 B 現状維持 拡大 1,800,000

6,576,000 －3,947,000 -3,902,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民参加型の交通安全活動を推進するとともに、放置自転車対策を進め交通環境を確保することで、総合的な交通安全対策を
推進することを目的とする。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

113,828,000 113,967,000

施策名 交通安全対策の強化

第4次総合計画後期基本計画 34／35 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 2 安心して、やすらぎを感じることができるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

通学路安全対策プログラムに基づく対策箇所について、関係機関との調整により速やかな対応を実施する。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

4,000,000 －1,700,000交通安全施設整備事業 農政土木管理課 A 現状維持 現状維持 5,700,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　通学路安全対策プログラムに基づく安全対策を実施し、あわせて市民参加型の交通安全活動を推進することにより、市民や学
童の安全な交通環境を確保する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

5,700,000 4,000,000

施策名 交通安全対策の強化

第4次総合計画後期基本計画 34／35 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 2 安心して、やすらぎを感じることができるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

【市民課】自治会等地域住民から住居表示の要望が上がれば住居表示審議会を開催し、事業実施に向け検討する。
【生活安全課】令和2年度末に策定した香芝市地域公共交通計画を基に、市が運営する公共交通（コミュニティバス・デマンド交
通）について見直しを行い、持続可能な公共交通を引き続き運営する。

拡大合計額 縮小合計額 2,116,000

地域公共交通協
議会事業

2,116,000
香芝市地域公共交通計画策定にかかる検討及び
調査の結果を一部活用することで、香芝市地域公
共交通運行計画にかかる調査委託料を縮小する
ため

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

町界町名整備及び住居表示事業 市民課 C 現状維持 現状維持 177,000 177,000

デマンド交通運行事業 生活安全課 C 現状維持 現状維持 42,546,000 42,308,000 －238,000

3,555,000 －2,116,000 -2,116,000

コミュニティバス運行管理事業 生活安全課 C 現状維持 現状維持 42,845,000

地域公共交通協議会事業 生活安全課 C 現状維持 縮小 5,671,000

43,707,000 +862,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

【市民課】町界・町名を整理することにより、居住する住民や来訪者の利便性の向上とわかりやすいまちづくりを進める。
【生活安全課】公共施設と市内各地域間の移動手段の確保に努め、市民の均等な移動機会の確保と外出支援による健康増進を
図る

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

91,239,000 89,747,000

施策名 良好な新市街地の形成

第4次総合計画後期基本計画 36／37 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 3 快適で便利なまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

バリアフリー基本構想および特定事業計画について、これまでの整備内容の点検や評価等を踏まえた見直しが行われることで、
現在の社会情勢の変化や市民ニーズにより沿った本計画のもと、バリアフリー化を推進する。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

歩道等バリアフリー化事業 農政土木管理課 A 現状維持 現状維持 23,000,000 10,000,000 －13,000,000

既存道路バリアフリー化事
業

土木課 A 現状維持 現状維持 104,000,000 104,000,000

2,158,000

バリアフリー推進事業 都市計画課 A 現状維持 現状維持 9,627,000

空家等対策関係事業 都市計画課 D 現状維持 現状維持 2,158,000

32,893,000 +23,266,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　社会情勢の変化により発生する課題や市民ニーズに対応するため、バリアフリー化の促進や公共交通の充実、災害に強いま
ちなど、新たな視点に立ったまちづくりを進める。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

138,785,000 149,051,000

施策名 良好な新市街地の形成

第4次総合計画後期基本計画 36／37 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 3 快適で便利なまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

鉄道事業者や関係権利者との協議により駅周辺整備に向けた具体的な対策案に基づき、費用対効果を十分検討しながら事業を
推進する。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

4,000,000 －11,000,000駅周辺整備事業 土木課 A 現状維持 現状維持 15,000,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　本市の特色である鉄道交通の利便性を活かし、「駅周辺地区」を地域の拠点として賑わいのある整備を推進する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

15,000,000 4,000,000

施策名 駅を中心とした拠点機能充実

第4次総合計画後期基本計画 38／39 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 3 快適で便利なまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

「道路維持管理補修事業」は、耐用年数を大幅に超え長期間更新していない道路面に対し、今後は事後保全型の維持管理では
なく予防保全型の維持管理が必要である。そのため、市内全域において実施した路面性状調査を基に、路面状況等を把握し適
切な維持管理を行う。
「橋梁点検および長寿命化修繕事業」は、長寿命化修繕計画（個別施設計画）に基づき、事業を推進する。
「主要幹線道路整備事業」は、関連する「香芝市スポーツ公園整備事業」や「環境施設整備事業」に合わせて、重点的な事業推進
を図る。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

道路新設改良事業 土木課 A 現状維持 現状維持 228,991,000 216,000,000 －12,991,000

橋梁点検及び長寿命化修繕事
業

農政土木管理課 C 現状維持 現状維持 26,000,000 24,800,000 －1,200,000

546,709,000 +185,710,000

道路維持管理補修事業 農政土木管理課 B 現状維持 現状維持 131,000,000

主要幹線道路整備事業 土木課 B 現状維持 現状維持 360,999,000

151,603,000 +20,603,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　都市計画道路整備による幹線道路のネットワーク強化にあわせて、市民に密着する生活道路の整備・維持管理を計画的に進
める。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

746,990,000 939,112,000

施策名 道路整備の充実

第4次総合計画後期基本計画 40／41 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 3 快適で便利なまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・福祉の拠点施設でもある総合福祉センターについて、安全・安心に利用できる施設の提供及び行政事務の安定した遂行が図れ
るよう、前年度に引き続き、中規模修繕事業の着実な実施を進めていく。
・今年度策定を進めており、次年度より計画期間となる｢第3期地域福祉計画・地域福祉活動計画｣に添い、社会福祉協議会等と
連携し、地域福祉施策の推進を図っていく。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

9,776,000 －2,805,000

総合福祉センター管理運営事業 社会福祉課 C 現状維持 現状維持 369,006,000

地域福祉推進事業 社会福祉課 B 現状維持 現状維持 12,581,000

658,626,000 +289,620,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

「第2期地域福祉計画・地域福祉活動計画」に基づき、すべての住民が、地域で共に支え合いながら、自立した生活を送ることが
できるよう、また安全に安心して地域で暮らすことができるように、施策の展開を進める。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

381,587,000 668,402,000

施策名 地域福祉の推進

第4次総合計画後期基本計画 42／43 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

今後も安定した医療体制の確保ができるよう、関係市町と連携を継続していく。
新型コロナウイルス感染症対策について必要な医療対策が行えるよう、情報収集及び医師会と連携を行う。

拡大合計額 6,325,000 縮小合計額

医療体制の充実 6,325,000
香芝市・葛城市・北葛城郡コロナ検査セン
ターの運用。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

30,466,000 +6,325,000 +6,325,000医療体制充実事業 保健センター A 拡充 拡大 24,141,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

急病時の救急知識や相談窓口の周知、医療機関診療体制の充実を図ることで、365日安心して生活ができる医療環境を提供す
る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

24,141,000 30,466,000

施策名 医療体制の充実

第4次総合計画後期基本計画 44／45 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

母子保健事業について、妊婦健診の助成額が97,500円から100,000円に増額、妊産婦の健康づくりの推進を行う事で切れ目のな
い支援に繋ぐ。
予防接種事業については、感染予防のため、高齢者インフルエンザや高齢者肺炎球菌の予防接種率が増加。さらに子宮頸がん
予防ワクチンの接種勧奨を行う事で接種率が上がり、感染による重篤化の予防を図る。
健康づくり事業については、第3次香芝市健康増進計画を策定し、市民一人ひとりが健康な生活を送ることができる指標とする。

拡大合計額 4,775,000 縮小合計額

精神保健事業 535,000
思春期対策（自殺予防）を中学校と協同で実
施のためのリーフレット等購入

母子保健事業 4,240,000
妊婦健診補助券1枚（2500円分）追加により
委託料が増加。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

精神保健事業 保健センター A 拡充 拡大 13,080,000 13,449,000 +369,000 +535,000

健康づくり事業 保健センター B 現状維持 現状維持 35,919,000 40,921,000 +5,002,000

82,346,000 +6,986,000 +4,240,000

予防接種事業 保健センター A 現状維持 現状維持 242,589,000

母子保健事業 保健センター A 拡充 拡大 75,360,000

243,739,000 +1,150,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

健康づくりについての啓発、推進をおこなうことで、すべてのライフステージにおいて、「自分の健康は自分で守る」という意識のも
と、市民一人ひとりが健康な生活をおくれることを目指す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

366,948,000 380,455,000

施策名 市民の健康づくりの推進

第4次総合計画後期基本計画 46／47 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

令和2年度から3ヶ所に分割した「地域包括支援センター」の機能強化と質の向上を図るとともに、高齢者の自立支援につながるケアプランが展開されているか
等の点検を主とした介護給付費適正化事業を充実させることで、被保険者に対し適切な介護サービスを提供するとともに、不適切な給付の削減を図る。
　また、一方で高齢化が進むなか、介護給付を抑制する上で、元気な高齢者を増やす施策を充実する必要があり、地域住民が交流できる場の提供をすること
が重要であると考える。引き続き、高齢者の自立支援と要介護状態の重度化防止、制度の持続可能性を確保することを目指す。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

介護予防支援事業 介護福祉課 A 現状維持 現状維持 8,689,000 6,187,000 －2,502,000

包括的・任意事業 介護福祉課 B 現状維持 現状維持 57,465,000 76,481,000 +19,016,000

介護予防・日常生活支援総合事業 介護福祉課 B 現状維持 現状維持 119,294,000 143,520,000 +24,226,000

1,734,000 －3,016,000

生きがい対策事業 介護福祉課 B 現状維持 現状維持 17,116,000

介護保険給付適正化事業 介護福祉課 B 拡充 現状維持 4,750,000

18,250,000 +1,134,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

高齢者が安心して元気に暮らすことのできるまちづくりの実現化に向け、生きがいづくりなど高齢者がいつまでも元気でいるため
の具体的な事業を、介護保険計画に基づいて実施する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

207,314,000 246,172,000

施策名 高齢者福祉の充実

第4次総合計画後期基本計画 48／49 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

種々のサービスにより障がいのある方の日常生活を支援し、障がいの有無に関わらず、地域で暮らすことが出来るよう事業を
行っており、引き続き、きめ細かな対応に努める。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

112,334,000 －2,753,000地域生活支援事業 社会福祉課 B 現状維持 現状維持 115,087,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

障害の有無にかかわらず、地域で安心して暮らすことができる共生社会の実現。
障がい者が自立した日常生活・社会生活を営むことができるよう、障がい者一人ひとりの状態に応じたサービスの効果的な提供

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

115,087,000 112,334,000

施策名 障害者福祉の充実

第4次総合計画後期基本計画 50／51 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・自立支援促進事業については、新型コロナウイルス感染症の影響の中、生活困窮に対する相談が増加しており、住居確保給
付金の支給等も増加傾向にある。引き続き、相談支援を行い、適切な支援を行う。また、生活保護受給者及び生活困窮者の就労
支援や直ちに就労が困難な方の就労準備支援を行い、自立を目指す支援に努める。
・特定健診や保健指導の受診率向上対策と重症化予防事業など保健事業を継続実施し、医療費の適正化を図る。また、後期高
齢者の保健事業（高齢者の保健事業の一体化）や介護予防事業に切れ目無くつなぐことができる体制を整備し、国保被保険者
の健康意識の向上に取り組む。

拡大合計額 3,400,000 縮小合計額

自立支援促進事
業

3,400,000
・新型コロナウイルス感染症の影響による住
居確保給付金支給の増加と特例申請受付
期間の延長による増加。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

18,164,000 +3,617,000 +3,400,000

医療費適正化事業 国保医療課 A 現状維持 現状維持 75,714,000

自立支援促進事業 生活支援課 C 現状維持 拡大 14,547,000

71,924,000 －3,790,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

医療技術の高度化による医療費の高額化に伴い、医療費が増大する中で国民健康保険財政の健全化のため継続して医療費の
適正化に取り組む必要がある。また健康診査を通じて生活習慣病やその他の疾病を早期に発見することで、高齢者の健康保持
や増進を図り、医療保険制度の安定的な運用を目指し、市民が健康に心豊かに暮らせるまちづくりを推進する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

90,261,000 90,088,000

施策名 社会保障制度の安定的運用の推進

第4次総合計画後期基本計画 52／53 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 4 心豊かに健康に暮らせるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

学校・地域パートナーシップ事業は、地域コーディネーターとの連携を保ち、各校区コミュニティ協議会の動向を把握しつつ、「香
芝市学校・地域パートナーシップ事業連絡協議会」の運営をおこなっていく。また、学校運営協議会制度と連携を図り、地域・家
庭・学校・行政が課題や目標を共有し、地域全体で子どもたちを教育する機運を醸成していく。家庭教育学級は、月に一度の合同
運営委員会議を活用し、各学級の情報交換から今後の学習活動につながるよう、会議の活性化を促していく。

拡大合計額 731,000 縮小合計額

学校・地域ﾊﾟｰﾄ
ﾅｰｼｯﾌﾟ事業

731,000
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ活動協力謝礼は、ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ
関係用務を付加する予定のため拡大を検討
している。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

学校資源利用事業 教育総務課 B 現状維持 現状維持 6,000 6,000

1,630,000 +36,000

学校・地域パートナーシップ
事業

生涯学習課 B 拡充 拡大 6,426,000

生涯学習関係団体育成事業 生涯学習課 B 拡充 現状維持 1,594,000

7,151,000 +725,000 +731,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・地域の人材を教育現場で有効的かつ効果的に活用し、学校を拠点とした新たなコミュニティづくりを目指す。
・地域・家庭・学校・行政等が課題や目標を共有し、地域全体で子どもたちを教育する気運を醸成する。
・市民ニーズを的確に把握し、地域・家庭・学校・行政等の連携のもと、親子関係のあり方や基本的生活習慣、思いやりの心の育
成など、基礎的な学習機会の充実を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

8,026,000 8,787,000

施策名 家庭・地域の教育力の向上

第4次総合計画後期基本計画 54／55 ページ 部局名 教育部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 5 次代を担う｢育ち｣を見守り、誰もが生涯輝いていられるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

拡大合計額 65,227,000 縮小合計額

幼稚園・認定こど
も園施設整備事
業

74,400,000
真美ヶ丘東幼稚園認定こども園化

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

幼稚園・認定こども園施設整備事業 教育総務課 D 拡充 拡大 8,173,000 103,356,000 +95,183,000 +74,400,000

28,265,000 －556,000

幼稚園・認定こども園運営事業 こども課 B 現状維持 現状維持 41,631,000

人事・職員資質向上事業 こども課 B 現状維持 現状維持 28,821,000

41,507,000 －124,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・保育所・幼稚園・小学校の「学びの一体化」を進めるため、小学校と連携しながら、就学前教育としての指導の改善・充実を行
う。
・園開放、親子で遊ぶ場の提供や預かり保育を実施し、子育て支援機能を高めるとともに、効率的な幼稚園運営方法の検討を行
う。
・公立幼稚園、公立保育所としての特徴を最大限に活かせる「特徴ある保育」の研究及び統廃合を含めた「幼保一元化」及び「認
定こども園」の設置を進める。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

78,625,000 173,128,000

施策名 就学前教育・保育の充実

第4次総合計画後期基本計画 56／57 ページ 部局名 教育部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 5 次代を担う｢育ち｣を見守り、誰もが生涯輝いていられるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

市長マニフェストである「学校をよくする；教育を後回しにしない」という考えのもと、ＡＬＴ配置時間の増加、学校図書購入費の増額
等により児童生徒の学習環境を充実させるとともに、スクールカウンセラーの配置拡充、充実した就学援助体制の構築を推進し、
一人一人が安心して学べる教育環境を整備することを目指す。

拡大合計額 7,296,000 縮小合計額

就学支援事業 6,368,000
・審査基準の引き下げによる認定者数の増
加及び支給額の引き上げによる就学援助費
の増額

教育相談事業 475,000
・カウンセラーのニーズが一層増しており、配置時
間数を増加させる必要があるため増額

学力向上事業 453,000

・外国語が教科化したことに伴い、外国語指導助手の授業時数をより
充実させる必要があるため、委託料を増額。・読書活動の効果を高め
るため、児童生徒のニーズに合った図書購入費を維持し、市立図書
館と連携して電子図書の購入費を一部負担。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

開かれた学校づくり推進事
業

学校教育課 A 現状維持 現状維持 1,190,000 1,683,000 +493,000

教職員資質向上事業 学校教育課 B 現状維持 現状維持 1,336,000 1,262,000 －74,000

就学支援事業 学校教育課 A 拡充 拡大 51,000,000 63,400,000 +12,400,000 +6,368,000

中学校施設維持管理事業 教育総務課 B 拡充 拡大 21,000,000 47,700,000 +26,700,000

小学校施設維持管理事業 教育総務課 B 現状維持 現状維持 95,600,000 81,200,000 －14,400,000

特別支援教育推進事業 学校教育課 A 現状維持 現状維持 18,027,000 17,720,000 －307,000

10,448,000 +42,000 +453,000

教育相談支援事業 学校教育課 C 拡充 拡大 2,037,000

学力向上事業 学校教育課 B 拡充 拡大 10,406,000

2,508,000 +471,000 +475,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・学習指導要領の柱である「主体的・対話的で深い学び」を実現するために授業改善を進め、教員の資質向上を促す。
・特別な支援が必要な児童生徒に可能な限り一人ひとりにあった支援を行い、成長を促す。
・学校と地域・家庭の連携を図り、同じ土俵で知恵を出し合い、こどもの健やかな成長を促す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

200,596,000 225,921,000

施策名 学校教育の充実
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令和 2 年度 施策評価シート
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◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

青少年センターと、関係団体とが協力して実施する防犯活動により、市内のすべての子どもたちが安全で安心して過ごせる環境
を確保する。また、青少年の健全育成に対する理解と関心を深めていくことは、今後も継続して推進していかなければならない重
要度の高い事業と考える。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

7,271,000 +1,768,000

青少年健全育成事業 生涯学習課 B 現状維持 現状維持 1,436,000

青少年体験交流推進事業 生涯学習課 B 拡充 現状維持 5,503,000

1,098,000 －338,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・地域・家庭・学校・行政等の連携のもと、自然や人々とのふれあい、社会参加活動を推進し、青少年の情操教育を行い、青少年
の健全な育成を図る。
・地域・家庭・学校・行政等が一体となり、地域ぐるみで青少年の健全育成を行う。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

6,939,000 8,369,000

施策名 子ども・若者のフォローアップ（青少年の健全育成）
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政策 5 次代を担う｢育ち｣を見守り、誰もが生涯輝いていられるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・市民図書館については、魅力ある図書館づくりのため、引き続き蔵書の更新を進めるとともに、電子図書館や郵送等の貸出、関
係機関との連携により、直接的な来館が困難な人に対するサービスの拡充に努める。
・生涯学習提供事業・スポーツ活動支援事業については、生きがいのある地域社会の実現のため、優先度の高い事業と考えて
いる。市民の学習意欲向上に向けて、技能を持つ市民を講師にワークショップ形式の講座を開催し、市民と作る生涯学習講座を
目指す。また、スポーツ推進委員にはニュースポーツデーやその他のスポーツ活動推進のため、積極的な活動を促進する。

拡大合計額 3,277,000 縮小合計額

生涯学習機会提
供事業

3,277,000
主に、次期（第3次）生涯学習推進基本計画
の策定に伴う委託料等の増加。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

スポーツ活動支援事業 生涯学習課 C 現状維持 現状維持 3,990,000 3,761,000 －229,000

図書館利用促進事業 市民図書館 B 拡充 現状維持 76,000 87,000 +11,000

子どもの読書活動推進事業 市民図書館 B 現状維持 現状維持 121,000 71,000 －50,000

図書館資料提供事業 市民図書館 B 現状維持 現状維持 36,343,000 28,977,000 －7,366,000

3,119,000 +1,692,000 +3,277,000

公民館維持運営事業 生涯学習課 B 現状維持 現状維持 45,136,000

生涯学習機会提供事業 生涯学習課 C 拡充 拡大 1,427,000

45,449,000 +313,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・「いつでも・どこでも・だれでも」が学習に取り組める環境を整備し、生涯学習への取り組みを通じ、生きがいのある地域社会の実
現を目指す。
・生涯学習内容を市民協働のまちづくりに活かせるよう、循環型生涯学習の展開を図る。
・市民の生涯学習活動の拠点施設である中央公民館で、市民のライフスタイルに応じた学習機会の提供、学習活動の支援を行
う。
・市民が気軽に学習や読書に親しめるよう読書環境を整備し、市民の暮らしやまちづくり、地域の課題解決に役立つ図書館を目

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

87,093,000 81,464,000

施策名 ｢いつでも・どこでも・だれでも｣学び､楽しめる環境の充実
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令和 2 年度 施策評価シート

政策 5 次代を担う｢育ち｣を見守り、誰もが生涯輝いていられるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・年々増え続ける児童虐待の発生予防及び早期発見のため、子ども家庭総合支援拠点の更なる充実を図り、要保護児童対策地
域協議会を活用し、リスクの高い家庭に出産後早期に養育支援訪問を実施し、支援強化を図る。
・ひとり親家庭に対しての相談を充実させ、就労支援をハローワークと連携し、ひとり親家庭の収入の増加を図る。

拡大合計額 3,835,000 縮小合計額

家庭児童相談・
支援事業

3,234,000
・要保護児童等支援管理システム導入でコ
ストが増加するため

地域子育て支援
拠点事業

601,000
・育児コーディネーターの配置時間の増加

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

子育て支援計画事業 児童福祉課 A 現状維持 現状維持 54,000 54,000

家庭児童相談・支援事業 児童福祉課 A 拡充 拡大 2,117,000 4,904,000 +2,787,000 +3,234,000

ひとり親家庭相談・支援事業 児童福祉課 A 現状維持 現状維持 27,029,000 28,814,000 +1,785,000

22,310,000 +561,000 +601,000

こんにちは赤ちゃん事業 児童福祉課 A 拡充 現状維持 5,061,000

地域子育て支援拠点事業 児童福祉課 A 拡充 拡大 21,749,000

4,831,000 －230,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

こどもを安心して地域や家庭において育てられるように、親子で気軽に集える場の提供にて育児不安の解消と親子の孤立化防
止を目指すと共に、児童虐待の予防と早期発見、一人親家庭の相談支援、子育てサポートなどを行い子ども･子育て支援の充実
を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

56,010,000 60,913,000

施策名 子育てと仕事の調和
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◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

市長マニフェストである「学童保育所を質・量ともに充実させる」について、民間学童保育所を施設整備することによって、公立学
童保育所の待機児童対策とし、過密な状況を緩和させる効果もある。

拡大合計額 146,206,000 縮小合計額

学童保育所施設
維持管理事業

940,000
旭ケ丘学童保育所移転

学童保育運営事
業

145,266,000
民間学童保育所「seika after school」と「ハ
ルナ保育園アフタースクール」増設のための
施設整備費

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

学童保育所施設維持管理事
業

教育総務課 D 現状維持 拡大 1,060,000 1,073,000 +13,000 +940,000

保育所施設整備事業 教育総務課 B 現状維持 現状維持 7,054,000 11,030,000 +3,976,000

学童保育運営事業 こども課 A 拡充 拡大 250,356,000 388,243,000 +137,887,000 +145,266,000

特別保育等補助事業 こども課 A 現状維持 現状維持 202,088,000 167,974,000 －34,114,000

40,515,000 －5,805,000

人事・職員資質向上事業 こども課 B 現状維持 現状維持 27,106,000

保育所運営事業 こども課 B 現状維持 現状維持 46,320,000

27,838,000 +732,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

保育所待機児童の解消に向け、幼稚園で行なっている預かり保育の拡充と幼稚園における一時保育を行なう。保育所に入所
（園）するには、就労時間等が短く幼稚園等を利用し、預かり保育を利用しているが、預かり保育の日数や時間の拡充があれば、
保育所を希望する人数が減り、待機児童の解消につながる。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

533,984,000 636,673,000

施策名 子育てと仕事の調和

第4次総合計画後期基本計画 64／65 ページ 部局名 教育部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 5 次代を担う｢育ち｣を見守り、誰もが生涯輝いていられるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・企業立地につていは、次年度以降も増加する見込みであり、相談も毎年数件受けていることから、立地の実現に向けて継続し
てお取り組む。
・中小企業の補助事業については、効果検証を行いながら、補助メニューの見直しを検討する。

拡大合計額 141,000 縮小合計額

縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

消費生活安全事
業

141,000
相談体制充実、出前講座の新規開催

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額

36,400,000 －18,164,000

消費生活安全事業 商工振興課 B 拡充 拡大 3,283,000

商工振興事業 商工振興課 C 現状維持 現状維持 54,564,000

3,370,000 +87,000 +141,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

中小企業への支援、新規創業者への支援、商工振興団体への支援を図ることで、市内産業の競争力を高めるとともに、事業所
の経営基盤を安定させて地域経済を発展させる。また、本市への企業立地を促進することで、地域商工業の活性化と雇用の創
出をもたらす。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

57,847,000 39,770,000

施策名 産業の振興

第4次総合計画後期基本計画 66／67 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

「農産物鳥獣被害防止事業」は、農業従事者の減少が懸念される中、農作物被害による農業従事者の被害を低減させるため、イ
ノシシの捕獲罠・檻を増設するとともに、設置場所の選定について猟友会と密に連絡を取りながら捕獲を実施する。
「地産地消推進事業」は、かしば香るみそ用の大豆、米粉用米及び酒用米の作付けを推進し、給食におけるみその活用、市内店
舗の米粉を使用した商品消費拡大及び香芝産酒用米の活用拡大を目指すことで事業の拡大を図る。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

1,000,000

地産地消推進事業 農政土木管理課 A 現状維持 現状維持 800,000

農産物鳥獣被害防止事業 農政土木管理課 B 現状維持 現状維持 1,000,000

910,000 +110,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　宅地開発による農地の減少や農家の高齢化による生産者の減少が進行しており、特産品の開発や地産地消を推進し、新たな
担い手を育成することを目指す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

1,800,000 1,910,000

施策名 農業の振興

第4次総合計画後期基本計画 68／69 ページ 部局名 都市創造部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

各種観光協議会や商工会と連携を進めて、香芝への誘客増加に取り組む。
アフターコロナを見据えた観光誘客の増加を目指し、香芝ウォークや岳のぼり等の従来型の観光イベントとともに、ＳＮＳやオンラ
インを活用した非対面形式での新たな観光ＰＲ手段の確立及び充実に取り組む。

拡大合計額 1,000,000 縮小合計額 1,000,000

観光情報発信事
業

1,000,000
葛城地域観光協議会負担金（葛城広域行政
事務組合から独立により観光事業費拡大） 観光情報発信事

業
1,000,000

2市2町広域観光ルート整備推進協議会負担
金（地方創生推進交付金事業期間終了により
事業費を縮小して継続）

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

968,000

観光情報発信事業 商工振興課 C 現状維持 現状維持 4,118,000

観光関係イベント事業 商工振興課 C 現状維持 現状維持 968,000

3,831,000 －287,000 +1,000,000 -1,000,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

各種観光イベントの実施や、観光資源の掘り起こしにより本市の魅力を広く市外県外に発信することで、本市の認知を高めるとと
もに観光集客につなげ、地域の活性化と観光の振興を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

5,086,000 4,799,000

施策名 観光の振興

第4次総合計画後期基本計画 70／71 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・市民の人権意識の向上を目的に、人権啓発活動を引き続き実施する。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

3,101,000 +107,000人権啓発事業 市民協働課 C 現状維持 現状維持 2,994,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民一人ひとりの人権が尊重されるまちづくりの推進。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

2,994,000 3,101,000

施策名 あらゆる人権を守る社会づくりの確立

第4次総合計画後期基本計画 72／73 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

次期男女共同参画プランを策定し、男女参画社会の実現を目指す。

拡大合計額 1,908,000 縮小合計額

男女共同参画推
進事業

1,908,000
男女共同参画プランの改定のため。（計画
期間：令和4年から10年間）

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

2,738,000 +1,917,000 +1,908,000男女共同参画推進事業 市民協働課 C 拡充 拡大 821,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

男女があらゆる分野で、個性と能力が発揮できる男女共同参画社会の実現に向けた意識の高揚。性別によって差別されることな
く、個々の能力を活かして働くことができ、雇用の機会と公平な待遇が確保される環境づくりをめざす。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

821,000 2,738,000

施策名 男女が共同参画できる地域づくり

第4次総合計画後期基本計画 74／75 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・今年度３自治会が香芝市自治連合会に加入するなど成果をあげており、今後もさらなる自治会活動の活性化を図る。
・指定管理者と連携し、感染症対策にも留意したうえで、地域交流センターの利用者数と稼働率の現状維持を目指す。
・まちづくり提案活動支援事業について、応募団体の増加や団体活動の支援を目的としたセミナーを実施する。
・感染症対策を徹底したふれあいフェスタを実施する。

拡大合計額 600,000 縮小合計額

市民活動団体支
援事業

600,000
ふれあいフェスタの感染症対策費用

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

市民活動団体支援事業 市民協働課 C 現状維持 拡大 11,985,000 12,643,000 +658,000 +600,000

73,899,000 －2,004,000

地域交流センター管理・運営事
業

市民協働課 B 現状維持 現状維持 9,900,000

自治会活動支援事業 市民協働課 A 現状維持 現状維持 75,903,000

9,900,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民が真にゆとりと潤いを実感できる心豊かな生活を送れるようめざす。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

97,788,000 96,442,000

施策名 地域コミュニティの充実・醸成

第4次総合計画後期基本計画 76／77 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

多文化共生施策の検討のため、在住外国人の支援ニーズの把握を図る。
CIRを活用し、国際交流事業を充実させる。

拡大合計額 239,000 縮小合計額

文化・国際交流
活動事業

112,000
CIRを活用した国際交流事業

文化・国際交流
活動事業

127,000
在住外国人の支援ニーズ調査費用

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

282,000 +239,000 +239,000

文化施設管理・運営事業 市民協働課 B 現状維持 現状維持 220,107,000

文化・国際交流活動事業 市民協働課 B 拡充 拡大 43,000

84,181,000 －135,926,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

国際交流の推進を行うことにより、市民の国際交流活動の活性化を促進し、異文化コミュニケーションの推進を図ることを目的と
する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

220,150,000 84,463,000

施策名 文化・国際交流への取り組みの推進

第4次総合計画後期基本計画 78／79 ページ 部局名 地域振興局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

次年度は文化財保護事業経費として、令和２年度に日本遺産に認定された本市の葛城修験関係のＰＲ経費として解説板の設置
やＰＲ用パンフレット印刷経費をはじめ、令和２年度より進めていた経年劣化により損傷が進む文化財説明板を単年度で全て修
繕する為、大幅な増額となった（県費による補助金交付の可能性あり、補助金交付採択の有無は未確定）。博物館活性化事業経
費としては、五位堂鋳物師遺品に伴う文化財調査関係経費を計上するため、大幅に増額となっている。将来的には二上山博物
館での博物館事業とも関連させて観光文化のPR活性化を目指す予定である。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

7,333,000 －474,000

文化財保護啓発事業 生涯学習課 A 拡充 現状維持 2,606,000

博物館活性化事業 生涯学習課 B 拡充 現状維持 7,807,000

3,154,000 +548,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

・市内には国史跡に指定された尼寺廃寺跡など、貴重な文化財が数多くあり、これら文化財の活用などを通じて文化財に対する
理解を深め、また、文化財保護意識の向上のための啓発活動を通じて貴重な文化財を後世に伝える。
・博物館施設を適正な環境で維持管理し、文化財等を次代に引き継ぐために保存の措置を講じる。
・地域の歴史や文化財等の調査研究を継続的に進め、その成果を積極的に公開する。それにより、地域の魅力ある歴史資源を
活用した質の高い学習環境の充実を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

10,413,000 10,487,000

施策名 歴史文化財の保存と継承・展開

第4次総合計画後期基本計画 80／81 ページ 部局名 教育部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 6 みんなで創る豊かで将来性のあるまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

総合計画における施策及び事業の評価・検証によって、PDCAサイクルに基づく継続的な改善に取り組むとともに、より一層財政
運営の健全化・最適化が図られるよう、行政運営と財政運営を一体的に捉えた施策として推進していきたい。

拡大合計額 830,000 縮小合計額 5,505,000

地域力活用事業 830,000
市制施行30周年を記念し、カッシーLINEスタ
ンプを作成するため 地域力活用事業 5,505,000

・葛城広域行政事務組合の解散のため
・まちづくりパートナーへの郵送料削減

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

ふるさと寄附金事業 企画政策課 B 現状維持 現状維持 90,065,000 89,953,000 －112,000

地域力活用事業 企画政策課 C 現状維持 縮小 5,874,000 1,100,000 －4,774,000 +830,000 -5,505,000

総合計画進行管理事業 企画政策課 B 現状維持 現状維持 5,658,000 2,287,000 －3,371,000 0 

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

予算額
＊当初予算

101,597,000 93,340,000

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

　総合計画及び総合戦略の施策体系に即した事業展開を管理するとともに、事務事業評価や市民ニーズの把握に努めながら、
各取組みの評価、改善を随時行うことにより、最も効果的・効率的な施策遂行を図る。
　また、各施策を展開するなかで、市民参画を促し、行政・市民・地域の大学等との連携・協働を推進することにより、高度化・複
雑化する市民ニーズに対応する。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度

予算額
＊当初予算

備考

施策名 地域経営システムの確立

第4次総合計画後期基本計画 82／83 ページ 部局名 企画部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

コストは拡大するが、マイナンバーカード交付率アップのために休日や夜間交付窓口を開設し、窓口利用者の利便性向上に努め
る。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

7,485,000 －976,000コンビニ交付サービス事業 市民課 B 現状維持 現状維持 8,461,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

窓口など利用者の利便性の向上と行政の効率化の実現及びニーズに合ったサービスの充実.

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

8,461,000 7,485,000

施策名 地域経営システムの確立

第4次総合計画後期基本計画 82／83 ページ 部局名 市民環境部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

未利用公有地売却・貸付事業については、過去参加者がなく入札中止になっているが、入札方法の見直しやその他の手法を検
討し未利用地の減少に向け引き続き進めていく。
また、公共施設維持管理においては、市民ニーズの変化の対応等の課題に向け、良質かつ持続可能な公共施設サービスの実
現に向けて対策を講じていく必要がある。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

58,000 －73,083,000

未利用公有地売却・貸付事
業

管財課 Ｃ 現状維持 現状維持 544,000

公有財産維持管理事業 管財課 Ｃ 現状維持 現状維持 73,141,000

1,149,000 +605,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市の財政状態は、健全化判断比率の指標である実質公債費比率、財政構造の弾力性を示す経常収支比率ともに依然として高
い水準に位置しており、財政の硬直化を脱しきれていない状況にあることから、引き続き健全財政の確立に向けて努めていかな
ければならない。そこで公共施設の維持管理の観点から、公共施設等総合管理計画で定めた「ハコモノ三原則」と５つの方針に
基づき、コストの平準化を目指し施設の整備を進めていく。また、工事検査および工事成績評定を実施することにより、成績評定
点の向上を目的とした施工業者の更なる技術向上を促すことで、公共施設の品質向上を目指すとともに、「長寿命化」と「平準化」
を行う。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

73,685,000 1,207,000

施策名 財政運営の健全化

第4次総合計画後期基本計画 84／85 ページ 部局名 総務部・財務局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

香芝市人材育成基本方針に基づき、職階ごとに必要とされる標準職務遂行能力に沿った能力評価及び業績評価の事務処理の
電子化により実施する。
また、併せて階層別研修を実施することにより職員の資質、能力向上を図っていく。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

人材育成事業 人事課 B 現状維持 現状維持 2,655,000 2,628,000 －27,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

予算額
＊当初予算

2,655,000 2,628,000

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民ニーズや行政課題の多様化に対応するために、柔軟な組織体制及び職員個々の能力向上が必要となる中、研修機会の充
実、自発的な業務改善の意識高揚、そして個々の成果を正当に評価できる人事評価制度を確立することにより、組織活性化並び
に人材育成を推進していくことを目的とする。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度

予算額
＊当初予算

備考

施策名 組織活性化の推進

第4次総合計画後期基本計画 86／87 ページ 部局名 企画部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

電子申請・施設予約については、新型コロナウイルス感染症対策により施設の閉鎖や講座の中止等があったが、令和2年度から
新たに保健センターを対象に追加し、住民の利便性の向上とさらなる利用件数の増加を図る。市公式HPのアクセス数について
は、新型コロナウイルス感染症関係で大きく増加したが一時的なものであり、従来の集計方法や指標の検討を行うとともに、令和
3年度に予定している市公式ＨＰリニューアルによって内容の充実や利便性の向上を図り、アクセス機会の増加を促す。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

情報セキュリティ対策事業 ICT推進課 C 現状維持 現状維持 4,992,000 16,898,000 +11,906,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

予算額
＊当初予算

4,992,000 16,898,000

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

市民へのサービス提供や業務の円滑化を図るため、庁内のシステム整備、既存システム等の他団体との共同利用の検討・導入
や電子窓口・決済等の推進を図る。また、近年情報化社会の発展に伴うセキュリティリスクの高まりが懸念されているため、セ
キュリティソフトによる監視や職員へのセキュリティ研修を行い、さらなるセキュリティ監視を強化を図る。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度

予算額
＊当初予算

備考

施策名 ＩＴ（情報通信技術）の活用

第4次総合計画後期基本計画 88／89 ページ 部局名 企画部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

・より適正な課税を実現するため、現行の手法に加え、県内他市との情報共有及び取組を参考に、効率的に申告数の増加を目
指す。
・事業に対するコスト意識を持ち、コスト削減の可能性を模索する。
・市税現年度については、引き続きコールセンターとの連携による早期の催告着手及び差押え等を実施する。現年度分納につい
ては、滞納者の状況を把握し、滞納繰越にならない納付指導・管理を行い徴収率の向上に努める。
・市税滞納分については、上昇傾向である徴収率維持のため、滞納者の財産調査や状況把握に努め滞納処分を行う。令和元年
から令和2年度における県との連携協働により培った滞納整理技術の更なる向上を図る。

拡大合計額 縮小合計額

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

滞納整理適正化事業(市税) 納税促進課 C 現状維持 現状維持 1,500,000 1,344,000 －156,000

165,000

自主納付推進事業（市税） 納税促進課 A 現状維持 現状維持 23,692,000

市民税・固定資産税の課税適正化
事業 税務課 A 拡充 現状維持 165,000

23,784,000 +92,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

未申告者・未評価の解消および固定資産の再評価等を計画的に行い、市税の適正な課税を図ると同時に、納税環境を整えるこ
とで徴収率向上を目指す。さらに、現年課税分の徴収強化を図り、本市の主たる財源となる市税の収入や納税負担の公平性を
確保するとともに、滞納繰越額の減少を目指す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

25,357,000 25,293,000

施策名 市税等の賦課・徴収の強化

第4次総合計画後期基本計画 90／91 ページ 部局名 財務局

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

　奈良県と連携し、コールセンター業務の強化、並びに広報・啓発による口座振替勧奨を進めて行く。加えてペイジー口座振替
サービスの継続的に登録数を伸ばし、自主納付の推進を図る。
　滞納整理に関しては、早期に資産調査及び実態調査等を実施し、定期的な納付相談で生活状況を把握しながら、滞納処分を
するか、滞納処分の停止をするのか適正に判断し速やかに実施していく。
　奈良県コールセンター事業や徴収アドバイザー派遣事業を積極的に活用し、職員の資質向上と適正な滞納整理事務を実施し
ていく。

拡大合計額 縮小合計額 1,500,000

自主納付推進事
業（保険料）

1,500,000
令和2年10月よりコールセンター業務等を業
務委託から人材派遣へと変更したことにより、
委託料の縮小へと繋がった。

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

9,334,000 －1,647,000 -1,500,000

滞納整理適正化事業（保険料） 保険料収納課 B 現状維持 現状維持 754,000

自主納付推進事業（保険料） 保険料収納課 A 現状維持 縮小 10,981,000

730,000 －24,000

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

国民健康保険料の収納率の向上が目的であり、目的を達成するためには、現年度から翌年度への滞納繰越分を未然に防止し、
現年度内での徴収を進めることが、重要である。民間事業者にコールセンター業務を委託することにより、効率的、効果的に初期
滞納者に対応することが可能となり、納税者の納期限内納付の意識向上につながるとともに、現年分の収納率の向上を図る。ま
た、市民サービスの一環として、H２９年１０月から実施したペイジーによる口座振替方法受付サービスを増加させることにより、効
率的な収納につなげるものである。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度 備考

予算額
＊当初予算

予算額
＊当初予算

11,735,000 10,064,000

施策名 市税等の賦課・徴収の強化

第4次総合計画後期基本計画 90／91 ページ 部局名 福祉健康部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち



◆拡大事業・縮小事業一覧

施策名 広報・広聴の充実

第4次総合計画後期基本計画 92／93 ページ 部局名 企画部

令和 2 年度 施策評価シート

政策 7 市民の信頼を得られる最適経営の自立したまち

予算額
＊当初予算

14,200,000 14,780,000

◆施策の目的

目的
（目指している状態）

広報紙の発行を中心に、ホームページや他の様々なメディアなどを活用し、市政情報をはじめとする様々な情報を積極的に発信
していくことにより、市民の市政への関心を深めることを目指す。

◆施策実施にかかるコスト

事業費
（円単位）

R2年度 R3年度

予算額
＊当初予算

備考

◆事務事業の事中評価

施策を構成する事務事業

事務事業 担当課室
総合評価
（A～E）

次年度の方向性 事業費　（単位：円）

成果の方向性
（所管判断結果）

コストの方向性
（所管判断結果）

R2 予算額
＊当初

R3 予算額
＊当初

次年度の拡大額・縮小額

増減額
（自動）

拡大額 縮小額

広報関係事業 秘書広報課 A 現状維持 現状維持

広報紙等発行事業 秘書広報課 A 現状維持 現状維持 11,870,000 12,660,000 +790,000

広聴事業 秘書広報課 B 現状維持 現状維持

報道機関連携事業 秘書広報課 A 現状維持 現状維持 2,330,000 2,120,000 －210,000

事務事業名 拡大額 拡大理由　　＊箇条書きで記載してください。 事務事業名 縮小額 縮小理由　　＊箇条書きで記載してください。

コストの方向性が【拡大】である事業 コストの方向性が【縮小】である事業

拡大合計額 縮小合計額

◆施策の方向性（改善策）

次年度の方向性

　市民への情報発信媒体として、広報紙において市政情報や市民の求めに応じた適切で分かりやすい情報の提供を行う。また、
より多くのかたの市政への関心を高めるため、広報紙以外にもFacebook、LINEといったSNSのほか、メディア媒体でも市の魅力を
発信し、「訪れたい」、「住んでみたい」、「住み続けたい」といったシビックプライド（市に対する誇りや愛着）の醸成につなげていく。


